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☆実際は、「空自一体」の自党はない (空つぽ)!
☆自分図は、自分を客観的に見るのに役立ちます。
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内田自分図 (settnap)

<補足>…①～④の出典 :現代日本思想体系8(絶版)・ 鈴木大拙、②西田幾多郎『善の研究』への序文。

りは心理学的にいうと、 こと。

②西田の絶対無の哲学、言いかえると絶対矛盾の自己同一という彼の論理は、思うに、いささな禅体験に

通じていなければ理解しがたいであろう。一彼は禅を西洋に理解させこことを自己の使命と考えた。

…西洋は知性に訴えて二元論的世界から出発するが、東洋は空の大地をしつかりと踏みしめる。

③エクハルトは「突破 (と つぱ)」 ということをいう。これは明らかに悟りに該当する。…今まで連続し

の つらにクす別 を確

一つになる。ここに悟りの妙があるこ悟りの論理が菫立せられるこ


